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2２０１７ 夏号

６
月
定
例
会
の
概
要

▼
開
会
日
　
（
６
月
７
日
）

　

会
期
を
15

日
ま
で
と
す
る

決
定
を
行
い
、
３
人
の
議
員

が
、
町
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
議
案
の
上
程
・
採
決

（
８
日
）

　

報
告
３
件
、
専
決
処
分
の

承
認
・
人
事
案
件
・
条
例
等

の
改
正
案
な
ど
20

議
案
を
上

程
・
採
決
し
、
平
成
29

年
度

補
正
予
算
を
予
算
決
算
特
別

委
員
会
に
、
陳
情
１
件
を
総

務
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。

▼
予
算
決
算
特
別
委
員
会

（
９
日
）
３
ペ
ー
ジ
参
照

▼
総
務
常
任
委
員
会
（
９
日
）

　

付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

▼
最
終
日
・
採
決
（
15
日
）

　

議
員
提
案
で
「
教
職
員
定

数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
国
負
担
割
合
を

２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決

し
、
衆
議
院
議
長
・
参
議
院

議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
総

務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
文
部

科
学
大
臣
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

地域創生拠点整備事業
下町地内 古民家改修

歳入歳出それぞれ１億１，７５５万円を増額　　　　　　　　　　　

平成 29 年度一般会計補正予算

( 単位：万円）

事　業　名 主な内容 補正額

歳

入

「お試しサテライトオフィス」モデル事業

補助金
事業不採択による減額 △1,500

地方創生拠点整備交付金
チャレンジ交流拠点しもにた整備事業 2,821

「道の駅しもにた」再整備事業 4,981

財政調整基金繰入金 ６月補正後残高（１０億 5,461 万円） △1,637

魅力あるコミュニティ助成事業助成金 吉崎区（公益財団法人　群馬県市町村振興協会） 35

一般コミュニティ助成事業助成金 西野牧中郷地区（財団法人　自治総合センター） 180

移住定住交流推進事業助成金 下仁田町観光協会 170

木材利用施設断熱性能効果検証事業補助金 地方創生拠点整備交付金採択による全額減額 △ 4,505

長寿社会づくりソフト事業費交付金 虻田福寿草の会 100

過疎対策事業債
チャレンジ交流拠点しもにた整備事業・「道の駅

しもにた」再整備事業に活用
11,110

事　業　名 主な内容 補正額

歳

出

企画調整費
「お試しサテライトオフィス」モデル事業　△ 1,500 万円

△ 1,478
太陽光発電接続検討手数料　22 万円

まちづくり推進費

魅力あるコミュニティ助成事業　35 万円（祭典締太鼓整備）

385
一般コミュニティ助成事業助成金 180 万円（祭典備品等整備）

移住定住交流推進事業助成金 170 万円

（新しい移住交流デザインの創出）

地域創生拠点整備事業 チャレンジ交流拠点しもにた整備事業 12,248

観光推進事業 虻田福寿草の会への交付金 100

「道の駅しもにた」再整備事業 「道の駅しもにた」再整備事業 500

（万円未満切り捨て）

補

正

予

算



3

予
算
決
算
特
別
委
員
会

(

傍
聴
者
１
人)

予算決算特別委員会の様子

虻田福寿草の里

▼
主
な
質
疑

◆
平
成
29
年
度
下
仁
田

町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

問　

観
光
推
進
事
業
（
虻
田

福
寿
草
の
里
）
に
つ
い
て

内
容
説
明
を
。

答　

長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ

ト
事
業
費
交
付
金
に
よ

り
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
行
な
う
イ
ベ
ン
ト
に
対

し
、
１
０
０
万
円
を
上
限

に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

補
助
率
１
０
０
％
で
あ

り
、
対
象
は
ポ
ス
タ
ー
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

テ
ン
ト
購
入
等
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

福
寿
草
の
里
の
駐
車
場

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

平
成
28

年
秋
に
除
外
申

請
し
た
が
、
農
振
除
外
が

済
ん
で
い
な
い
。

問　

企
画
費
の
役
務
費
21

万

　

６
０
０
０
円
の
補
正
は
、

東
第
２
団
地
の
太
陽
光
発

電
関
連
と
い
う
こ
と
だ

が
、
具
体
的
に
太
陽
光
発

電
を
行
う
場
合
、
町
が
や

る
の
か
、
業
者
に
任
せ
る

の
か
、
構
想
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答　

ご
指
摘
の
と
お
り
公
営

企
業
、
特
別
会
計
、
一
般

会
計
で
行
う
場
合
な
ど

様
々
な
運
営
方
法
が
あ

る
。
土
地
を
貸
す
だ
け
の

も
の
か
ら
、
自
主
事
業
と

し
て
行
う
も
の
、
一
括
で

購
入
す
る
場
合
、
長
期
間

の
リ
ー
ス
契
約
で
行
う
場

合
な
ど
様
々
な
運
営
方
法

が
あ
る
の
で
、
比
較
を
し

な
が
ら
、
一
番
良
い
方
法

を
検
討
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
今
回
は
調
査
費
用

だ
け
を
予
算
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

問　

地
方
創
生
拠
点
整
備
事

業
に
お
い
て
、
旧
黒
澤
商

店
関
連
エ
リ
ア
の
事
業
を

行
う
に
当
た
っ
て
は
そ
れ

な
り
の
プ
ラ
ン
や
計
画
が

あ
る
と
思
う
が
、
ど
う

使
っ
て
ど
う
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
か
。
経

済
効
果
に
つ
い
て
も
、
費

用
対
効
果
が
ど
の
程
度
な

の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答　

利
活
用
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
、
起
業
に
結
び

つ
く
よ
う
な
、
下
仁
田
町

で
起
業
す
る
若
者
を
支
援

す
る
建
物
と
す
る
こ
と
が

メ
イ
ン
で
あ
る
。
一
部
は

地
域
の
住
民
の
方
に
も
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
機
会
を
設
け
る
よ
う
な

形
を
と
り
た
い
と
思
う

が
、
あ
く
ま
で
も
起
業
を

目
指
す
方
を
支
援
す
る
建

物
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
経

済
効
果
に
つ
い
て
は
試
算

し
て
い
な
い
。

問　

こ
の
場
所
の
利
用
方
法

は
今
後
の
検
討
課
題
だ
と

思
う
が
、
お
祭
り
広
場
等

で
イ
ベ
ン
ト
す
る
場
合
に

拠
点
整
備
後
の
部
分
を
起

業
す
る
人
が
使
っ
て
い

て
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

使
え
な
い
場
合
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
う
い
っ
た
場
合

ど
う
す
る
の
か
。

答　

運
用
方
法
に
つ
い
て

も
、
検
討
を
進
め
て
い
く

が
、
現
在
利
用
し
て
い
る

方
に
不
便
の
な
い
よ
う
に

制
度
設
計
を
進
め
て
い
き

た
い
。
駐
車
場
の
部
分
は

こ
の
ま
ま
駐
車
場
の
利
用

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
砂
場
に

な
っ
て
い
る
所
に
、
パ
ラ

ソ
ル
を
張
っ
て
お
店
を
出

す
と
か
、
イ
ベ
ン
ト
を
す

る
と
か
期
間
利
用
も
想
定

し
て
い
る
。

※

※ソフト事業とは、イベント等地域の活性化のために活用します。
　ハード事業とは、地域の環境整備などに活用します。

予

算

質

疑



4２０１７ 夏号

一般質問 

■質問事項一覧 〉〉〉

◆岩崎正春　議員　40 分・・・　５ページ 〈 質問の相手 〉

　人口減少に伴う定住対策と産業振興について　　　　　　　　　　　　

　　①総合計画や戦略ビジョンを見据えた展望をききたい  

町 　 長
　　②新規採用職員を含めた町外居住者の推移は

　　③奨学金の利用状況と今後の対策は

　　④道の駅改修計画と地場産業の育成について

　　⑤地域の現状認識と活性化対策について

◆木暮弘元　議員　60 分・・・　６ページ 〈 質問の相手 〉

　小・中学生の学力向上対策等について 

　　①教育長、教育委員の任命について 町 長

　　②全国小中学校の学力テスト実施状況について　 町長・教育長

　　③不登校について　 教 育 長

　　④いじめ等の対策について 教 育 長

　町史編纂について

　　①進捗状況について 町長・教育長

◆佐藤公夫　議員　40 分・・・　７ページ 〈 質問の相手 〉

　町長の中央省庁訪問について

　　①３月農林水産省、目的、紹介者、同行者

　　②４月経済産業省取りやめの理由 町 長

　町長室訪問者の取り扱いについて

　　①指名業者の扱い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 傍聴者数５人 )

　　次ページからの質問と答弁は、紙面の都合上、内容を要約して掲載しています。会議録の詳細は、8 月上旬
から下仁田町議会のホームページに掲載しますのでご覧ください。

下仁田町議会ホームページアドレス
http://www.town.shimonita.lg.jp/m08/index.html

一般質問とは

　一般質問とは、議員が町の行財政全般（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）にわたって、

事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を執行者に求め、町が町民のための適切な町政運営

を進めているかチェックするものです。

町政を問う

一

般

質

問

※こちらの質問は、紙面の都合で掲載していません。

※

※

　

※
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議
員　

定
住
対
策
と
産
業
振

興
の
考
え
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
行
っ
た
事

業
を
検
証
、
評
価
し
つ

つ
、
希
望
の
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

か
、
役
場
職
員
の
中
で
問

題
意
識
を
共
有
す
べ
き

だ
。

町
長　

災
害
対
応
や
危
機
管

理
に
お
き
ま
し
て
は
、
徒

歩
で
の
登
庁
が
可
能
な
緊

急
登
庁
職
員
を
指
定
し
て

お
り
、
そ
の
体
制
は
整
え

て
い
る
。

奨
学
金
の
利
用
状
況

と
今
後
の
対
策
は

融
資
審
査
完
了
が

44

件
で
、
融
資
額

８
８
０
８
万
円　

議
員　

３
月
に
開
始
し
た
奨

学
金
制
度
の
申
請
と
給
付

状
況
、
そ
の
中
に
学
年
途

中
の
申
請
、
融
資
、
給
付

も
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

地
域
創
生
課
長　

申
込
み
者

59

件
で
、
金
融
機
関
に
よ

る
融
資
審
査
完
了
が
44

件

で
、
融
資
額
８
８
０
８
万

円
で
、
申
込
み
者
の
内
訳

は
、
高
校
生
25

件
、
大
学

生
29

件
、
大
学
院
生
１

件
、
専
門
学
校
生
４
件
で

す
。
来
年
卒
業
予
定
者
は

10

名
。

議
員　

下
仁
田
町
に
定
住
し

て
い
た
だ
け
る
効
果
が
見

込
め
る
か
ど
う
か
。

町
長　

可
能
性
を
求
め
て
い

ま
す
。

議
員　

貴
重
な
税
金
、
ふ
る

さ
と
納
税
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
今
の
町
長
の
答
弁
は

不
十
分
だ
。

地
域
の
現
状
認
識

と
活
性
化
対
策
は

活
性
化
対
策
の
手

を
打
っ
て
い
く　

議
員　

子
育
て
世
代
の
意
見

を
聞
く
た
め
に
マ
マ
課
を

設
置
し
施
策
に
反
映
し
て

は
。

町
長　

考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

議
員　

バ
ス
の
無
料
化
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
し
た

か
。

町
長　

交
付
金
の
関
係
で
無

料
化
に
か
わ
る
施
策
と
し

て
、
今
年
度
よ
り
高
齢
者

対
策
と
し
て
タ
ク
シ
ー
券

事
業
の
拡
充
。
ま
た
料
金

の
減
額
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
。
利
便
性
の
面

で
は
道
の
駅
高
速
バ
ス
乗

り
入
れ
を
、
路
線
変
更
や

時
刻
表
の
変
更
を
行
う
予

定
。

議
員　

無
料
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
バ
ス
交
付
税
等
が

無
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
答
弁
だ
っ
た
。

　
　

例
え
ば
、
バ
ス
料
金
に

見
合
う
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
し
て
、
買
い
物
を
し
た

ら
、
そ
の
２
０
０
円
分
の

ク
ー
ポ
ン
が
使
え
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
町
の
活
性
化

も
図
れ
る
。

町
長　

バ
ス
の
関
係
で
ク
ー

ポ
ン
券
の
検
討
は
始
め
て

い
る
。

議
員　

地
域
を
活
か
す
方
策

と
し
て
、 

旧
小
学
校
を
拠

点
に
自
転
車
の
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
の
計
画
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

教
育
課
長　

継
続
と
い
う
こ

と
を
考
え
ま
す
と
、
十
分

な
検
討
期
間
が
必
要
か
と

考
え
て
い
る
。

道
の
駅
改
修
計
画

と
地
場
産
業
の
育

成
に
つ
い
て

売

れ

る

も

の

を

し
っ
か
り
売
っ
て

い
く

議
員　

観
光
消
費
額
に
関
し

て
は
下
仁
田
町
だ
け
が
大

幅
に
減
額
し
て
い
る
。
回

復
で
き
る
見
込
み
が
あ
る

か
。

町
長　

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。

議
員　

生
産
者
へ
の
支
援
と

し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

て
提
示
し
た
り
、
販
売
と

か
集
出
荷
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
と
か
、
そ
う
い
う
具

体
的
な
対
策
は
。

商
工
観
光
課
長　

し

っ
か
り

し
た
も
の
が
生
産
で
き
る

方
、
高
齢
者
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
集
出
荷
の
ほ
う

に
出
向
き
た
い
。

議
員　

今
度
の
道
の
駅
の
改

修
で
は
、
地
域
の
人
た
ち

が
潤
う
か
ら
街
中
も
食
っ

て
い
け
る
。
最
終
的
に
は

雇
用
と
定
住
に
つ
な
が

る
。
そ
こ
に
重
点
を
置
い

て
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

町
長　

本
当
に
地
元
が
潤

う
、
そ
う
い
う
方
向
へ
向

い
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。

新
規
採
用
し
た
職
員
含
め
て
町
外
居
住
者
は

職
員
総
数
で
１
２
４
名
、
う
ち
町
外
に
住
民
登
録

を
さ
れ
て
い
る
職
員
が
43

名
、
率
で
34

・
７
％
、

前
年
比
2.5

％
増

総
合
計
画
や
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を

見
据
え
た
展
望
は

希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
た
い

問答 ●
人
口
減
少
に
伴
う

　
定
住
対
策
と
産
業
振
興

問答

問答

問答

問答

議
員　

町
外
居
住
推
移
が
改

善
さ
れ
て
な
い
こ
と
は
誠

に
残
念
だ
。 

過
疎
地
や

高
齢
化
す
る
現
状
を
考
え

る
と
、
災
害
対
応
や
危
機

管
理
か
ら
、
町
外
居
住
で

の
対
応
に
は
問
題
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
か
ど
う

岩崎　正春　議員

※

※ねぎとこんにゃく下仁田奨学金制度とは、子供たちが成長して、下仁田町へ帰ってくる　　
　ことを地域全体で応援する新しい奨学金制度です。

一

般

質

問



6２０１７ 夏号

木暮　弘元　議員

学
力
テ
ス
ト
の
順
位
は

順
位
は
公
表
し
な
い

問答
議
員　

全
国
学
力
テ
ス
ト
は

い
つ
か
ら
実
施
か
。

教
育
課
長　

平
成
19

年
度
か

ら
学
習
状
況
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

議
員　

全
国
で
の
群
馬
県
の

小
中
学
生
の
順
位
、
県
内

で
下
仁
田
町
の
学
校
別
順

位
は
何
位
か
。

教
育
課
長　

平
成
28

年
度
の

結
果
は
県
小
中
学
校
と
も

全
国
の
平
均
レ
ベ
ル
、
下

仁
田
町
は
こ
の
場
で
の
発

言
を
控
え
る
。

議
員　

文
科
省
か
ら
平
成
27

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

通
達
が
出
て
い
る
。
教
育

委
員
会
や
学
校
が
保
護
者

や
地
域
の
住
民
に
対
し
て

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

が
重
要
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
各
県
の
順
位
が
出
て

い
る
。
県
の
順
位
と
下
仁

田
の
小
中
学
生
の
順
位
を

公
表
し
て
ほ
し
い
。

教
育
課
長　

県
の
担
当
課
長

会
議
の
中
で
も
公
表
は
し

て
い
な
い
市
町
村
が
ほ
と

ん
ど
。

議
員　

実
態
を
知
ら
せ
る
こ

と
が
大
切
。

教
育
長　

序
列
化
は
し
な

い
、
町
の
小
中
学
校
が
県

で
何
位
な
の
か
結
果
は
県

か
ら
届
い
て
い
な
い
。
一

切
今
後
順
位
は
公
表
す
る

つ
も
り
は
な
い
。

議
員　

教
育
委
員
会
で
検
討

し
た
か
、
内
容
は
。

教
育
長　

テ
ス
ト
の
順
位
は

公
表
し
な
い
。
授
業
や
指

導
方
法
に
つ
い
て
は
、
工

夫
改
善
が
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

議
員　

教
育
長
は
町
長
に
全

国
学
力
テ
ス
ト
の
順
位
を

報
告
し
た
か
。

教
育
長　

総
合
教
育
会
議
で

報
告
し
た
。

議
員　

町
長
は
結
果
を
受

け
、
最
高
責
任
者
と
し
て

ど
う
感
じ
、
指
示
し
た
か
。

町
長　

教
育
は
重
要
課
題
と

感
じ
る
。
学
力
向
上
に
学

校
側
と
力
を
合
わ
せ
て
努

力
願
い
た
い
。

議
員　

教
職
員
全
員
を
対
象

に
協
議
し
、
改
善
の
指
示

を
し
た
か
。

教
育
長　

調
査
の
結
果
は
学

校
に
も
届
い
て
い
る
。
職

員
の
研
修
の
時
間
の
中
で

学
校
独
自
に
結
果
を
検
討

し
て
い
る
。

議
員　

教
育
現
場
か
ら
学
力

テ
ス
ト
の
改
善
点
の
報
告

は
。

教
育
長　

急
激
に
い
い
方
向

に
向
か
っ
た
と
い
う
報
告

は
な
い
。

議
員　

結
果
を
保
護
者
に
説

明
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

例
年
８
月
末
に
文

科
省
か
ら
調
査
の
結
果
が

届
く
。
結
果
を
学
校
に
通

知
、
学
校
が
分
析
し
、
保

護
者
に
学
校
通
信
等
で
報

告
す
る
。

議
員　

教
育
現
場
に
教
育
の

方
法
、
指
針
を
ど
う
伝
え

て
い
る
か
。

教
育
長　

校
長
会
で
伝
え

る
。
教
職
員
の
全
体
研
修

の
機
会
を
通
じ
方
針
等
話

す
。

議
員　

下
仁
田
独
自
の
学
力

の
向
上
や
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

今
年
度
、
全
国
で

上
位
の
秋
田
県
に
小
学
校

２
人
、
中
学
校
２
人
、
４

人
の
教
職
員
を
今
月
２
日

間
派
遣
す
る
。

議
員　

下
仁
田
に
来
た
い
と

い
う
ぐ
ら
い
指
導
力
を
発

揮
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
学
力
向
上
に
保

護
者
の
協
力
は
。

教
育
長　

家
庭
で
の
予
習
復

習
等
協
力
を
得
た
い
。

議
員　

習
熟
度
別
授
業
が
有

効
で
は
、
教
員
の
増
員
を

図
る
考
え
は
。

教
育
長　

生
徒
が
年
々
減
っ

て
教
職
員
も
減
る
。
学
校

か
ら
増
員
の
要
望
が
あ
っ

た
ら
検
討
す
る
。

議
員　

町
長
、
町
費
を
使
っ

て
教
員
の
増
員
を
図
る
考

え
は
。

町
長　

総
合
教
育
会
議
の
中

で
検
討
す
る
。

議
員　

検
討
と
言
っ
て
い
る

が
、
期
日
を
示
し
て
。

町
長　

期
日
は
切
れ
な
い
。

議
員　

町
長
は
教
育
委
員
会

を
統
括
す
る
。
保
護
者
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
町

外
へ
行
っ
て
し
ま
う
。

　
議
員　

教
育
長
制
度
が
改

正
、
町
は
何
年
か
ら
制
度

改
革
を
実
施
し
た
か
。

教
育
課
長　

平
成
28

年
７
月

１
日
か
ら
新
教
育
長
制
度

に
移
行
し
た
。

議
員　

教
育
長
の
選
考
基
準

は
。

町
長　

法
律
第
４
条
に
人
格

が
高
潔
で
教
育
行
政
に
関

し
識
見
を
有
す
る
者
、
町

長
が
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
す
る
。

議
員　

全
域
か
ら
適
任
者
を

選
出
す
る
考
え
は
。

町
長　

校
区
は
１
つ
、
適
任

者
を
選
任
す
る
。

議
員　

女
性
登
用
と
保
護
者

等
を
含
め
て
構
成
す
る
考

え
は
。

町
長　

法
律
に
委
員
の
年

齢
、
性
別
、
職
業
に
著
し

い
偏
り
が
な
い
こ
と
。
女

性
や
保
護
者
の
選
任
も
努

め
て
い
く
。

議
員　

町
長
の
選
挙
公
約
は

継
続
で
な
く
刷
新
。
当
選

し
た
ら
公
約
を
変
え
た
の

か
、
人
心
を
一
新
し
て
町

政
に
臨
む
と
思
っ
て
い

た
。
教
育
長
の
任
命
は
継

続
で
す
か
。

町
長　

選
挙
公
約
、
継
続
で

な
く
刷
新
と
。
私
が
言
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
選
挙

の
と
き
に
相
手
候
補
が
継

続
を
使
っ
た
。
上
毛
新
聞

が
刷
新
と
書
い
た
選
挙
公

約
で
な
い
。

●
小
中
学
生
の
学
力
向
上
対
策
等

一
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質

問



7

佐藤　公夫　議員

●
行
政
と
、
政
治

的
シ
ス
テ
ム
の
有

効
活
用

議
員　

町
長
就
任
時
は
、
国
、

県
、
町
も
予
算
編
成
で
し

た
。
必
要
財
源
を
求
め
て

各
省
庁
へ
訪
問
さ
れ
た

か
。

町
長　

知
事
、
各
部
局
を
訪

問
と
共
に
、
国
会
議
員
へ

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

議
員　

県
会
議
員
訪
問
で
、

県
費
で
の
町
事
業
を
理
解

し
て
も
ら
え
た
か
。

町
長　

表
敬
訪
問
で
し
た
。

議
員　

林
野
庁
の
訪
問
の
目

的
、
紹
介
者
、
同
行
者
は
。

町
長　

民
間
人
の
紹
介
で
、

民
間
人
と
町
職
員
の
同
行

で
、
あ
く
ま
で
表
敬
訪
問

で
す
。

議
員　

省
庁
へ
の
表
敬
訪
問

に
民
間
人
の
同
行
は
、
全

く
の
愚
策
で
あ
り
、
要

望
、
陳
情
時
に
、
大
い
に

影
響
す
る
恐
れ
が
予
想
さ

れ
る
。
国
会
議
員
に
協
力

を
い
た
だ
く
べ
き
だ
。

議
員　

経
済
産
業
省
訪
問
計

画
が
あ
っ
た
が
、
紹
介
者
、

同
行
者
は
。

町
長　

紹
介
者
は
民
間
人
な

の
で
氏
名
は
言
え
な
い
。

議
員　

民
間
会
社
の
訪
問
な

ら
民
間
人
で
も
可
で
し
ょ

う
。
省
庁
訪
問
の
紹
介
者

を
公
表
で
き
な
い
の
は
、

行
政
か
ら
の
逸
脱
に
等
し

い
。
こ
こ
の
選
挙
区
に
は
、

前
経
産
大
臣
の
小
渕
議
員

が
お
り
ま
す
。

●
職
域
、
職
制
の
活
用
を

議
員　

副
町
長
を
筆
頭
に
有

能
な
職
員
が
大
勢
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
特
定
な
業

者
、
個
人
の
重
用
が
非
常

に
目
に
つ
く
。
明
ら
か
に

職
制
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
い

る
。
地
方
創
生
は
、
職
域

職
制
を
活
用
し
、
副
町
長

を
中
心
に
進
め
て
い
く
べ

き
だ
と
思
う
。

町
長　

進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員　

公
共
事
業
の
指
名
業

者
公
表
後
、
そ
の
業
者
等

が
町
長
面
会
時
に
、
同
席

者
を
配
置
し
て
い
る
か
。

町
長　

ほ
と
ん
ど
そ
の
よ
う

に
し
て
い
る
つ
も
り
で

す
。

議
員　

私
が
在
庁
時
だ
け
で

も
密
室
が
多
く
み
ら
れ

る
。
透
明
性
、
公
共
性
を

鑑
み
て
必
ず
同
席
者
を
置

く
べ
き
だ
。

　
　

ま
た
、
事
業
説
明
会
後

の
面
会
取
り
扱
い
に
配
慮

願
い
た
い
。
町
長
筆
頭
に

管
理
職
は
、
部
下
か
ら
愚

痴
の
出
な
い
職
場
づ
く
り

が
重
要
で
す
。

広域圏NEWS

富岡甘楽広域議会

 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合議会臨

時会が、６月 27 日に開催された。

◆議長の選挙
※富岡市と甘楽町の議会構成が変更のため

 大塚利勝　氏（富岡市議会議長）

◆財産の取得について高規格救急自動車１台

　富岡消防署配備予定

 ３５１５万円　全会一致で可決

◆財産の取得について

　消防ポンプ自動車１台妙義分署配備予定

 ３７６９万２０００円　全会一致で可決

県立女子大 熊倉浩靖先生の講演

一

般

質

問

富岡甘楽地方議会議員連絡協議
会＆講演会が開催される ５月 26 日金曜日、富岡市のヴァンベールに

おいて、第 37 回定期総会が開催され、平成

28 年度事業報告及び決算、平成 29 年度事業

計画及び予算案が審議され、いずれも承認さ

れました。続いて役員の改選が行われ、富岡

市議会大塚利勝議長を会長とする役員案が承

認されました。総会終了後同会場において群

馬県立女子大学熊倉浩靖先生による「甘楽・

富岡なら世界水準の資産目白押しも当然と言

われる街づくりのために」と題して講演をい

ただきました。



8２０１７ 夏号

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名

小
須
田
肇

岡
田
邦
敏

永
井
正
之

木
暮
弘
元

岩
崎
正
春

佐
藤
　
博

千
野
榮
治

島
﨑
紘
一

堀
口
博
志

岡
田
武
二

佐
藤
公
夫

審
議
結
果

34
専決処分の承認を求めることについて

（下仁田町固定資産評価員の選任について）
※住民税務課長　大小原敏江（人事異動によるものです）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

35
専決処分の承認を求めることについて

（下仁田町税条例等の一部を改正する条例）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

36
専決処分の承認を求めることについて

（下仁田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

37
専決処分の承認を求めることについて

（平成 28 年度下仁田町一般会計補正予算（第６号））
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

38
専決処分の承認を求めることについて

（平成２８年度下仁田町介護保険特別会計補正予算（第４号））
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

39
専決処分の承認を求めることについて

（平成２８年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第４号））
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 承認

49 下仁田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

50
下仁田町の特別職の職員で非常勤のものの諸給与支給条例の一部
を改正する条例
※農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員の活動及び成果実績に応じた報酬額の上限を定めたものです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

51 下仁田町自然史館の設置及び管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

52 町道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

53
財産の取得について
※消防自動車（可搬式小型動力消防ポンプ付積載自動車４ＷＤ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

54 平成２９年度下仁田町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

55
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の
１に復元することを求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

56 下仁田町過疎地域自立促進計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

57
下仁田町農業委員会委員に占める認定農業者等又はこれらに準ず
る者の割合を４分の１以上とすることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

58 下仁田町農業委員会委員の任命について　　　田村智束　氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

59 下仁田町農業委員会委員の任命について　　　佐俣修一　氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

60 下仁田町農業委員会委員の任命について　　　今井　均　氏　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

61 下仁田町農業委員会委員の任命について　　　園部　隆　氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

62 下仁田町農業委員会委員の任命について　　　新井清司　氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

63 下仁田町農業委員会委員の任命について　　　大井まり子氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

64 下仁田町農業委員会委員の任命について　　　庭屋厚司　氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

65 下仁田町農業委員会委員の任命について　　　大澤善正　氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

審 議 結 果

６月定例会 ○は賛成、×は反対を表しています。

※佐藤勇二議長を除く１1 人で採決を行います。
※農業委員会等に関する法律の改正に伴い、委員の公選制が廃止され町長による任命制になりました。

審

議

結

果
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行
政
視
察
報
告

▼

議

会

運

営

委

員

会
・
広
報
発
行
特
別

委
員
会
合
同
視
察

視
察
日

平
成
29

年
７
月
４
～
５
日

視
察
先

第
１
日
目
　
町
村
議
会
広
報

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
全
国
町
村

議
員
会
館
）

視
察
目
的
　
住
民
に
開
か
れ

た
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
す
る
た
め
（
編
集
技

術
の
向
上
）　

　

７
月
４
日
、
町
村
議
会
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
（
北
海
道
・
東

北
・
関
東
地
区
）
53

町
村
議

会
が
参
加
し
て
全
国
町
村
議

員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
参

加
町
村
議
会
が
多
く
第
１

か
ら
第
３
分
科
会
に
分
か
れ

て
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、
下
仁

田
町
は
第
１
分
科
会
、
27

町

村
議
会
が
出
席
し
た
。
そ
の

う
ち
８
町
村
が
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
受
け
、
他
の
町
村
は
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
見
て
の
研
修
と
い

う
か
た
ち
だ
。
講
師
は
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長

岡
光
弘
氏
。
議
会
だ
よ
り
の

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員

も
務
め
て
い
る
。
午
後
１
時

30

分
か
ら
始
ま
っ
た
研
修
だ

が
、
熱
心
に
５
時
過
ぎ
ま
で

続
い
た
。

　

全
体
研
修
で
は
、
議
会
だ

よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
視
点

に
つ
い
て

・
住
民
に
情
報
が
伝
わ
る
紙

面
か
。

・
住
民
視
点
で
の
編
集
か
。

・
住
民
視
点
で
の
紙
面
表
現

か
。

紙
面
構
成
に
つ
い
て
具
体
的

に
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
各
町
村
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
表
紙
か
ら
１

ペ
ー
ジ
ず
つ
講
評
を
い
た
だ

い
た
。
今
回
の
指
摘
事
項
を

参
考
に
、
住
民
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
住
民
視
点
で
の
編

集
を
心
が
け
た
い
。

第
２
日
目　

神
奈
川
県
開
成

町
議
会

開
成
町
の
概
要
　

　

開
成
町
は
総
面
積
が
６
・

55

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
神

奈
川
県
最
小
の
町
だ
が
、
平

成
22

年
か
ら
平
成
27

年
ま
で

の
５
年
間
人
口
増
加
率
、
世

帯
数
増
加
率
が
県
内
１
位
で

あ
る
。

視
察
目
的　

議
会
活
性
化
へ

の
取
り
組
み

日
曜
議
会

　

基
本
条
例
に
も
謳
わ
れ
て

い
る
「
よ
り
多
く
の
町
民
が

議
会
を
傍
聴
で
き
る
機
会
を

設
け
る
た
め
」
平
成
17

年
12

月
に
町
制
50

周
年
記
念
事
業

と
し
て
日
曜
議
会
を
開
催
し

た
。
毎
年
６
月
に
日
曜
議
会

を
開
催
し
、
今
年
で
第
13

回

を
迎
え
た
。
日
曜
議
会
は
午

前
９
時
か
ら
開
催
し
、
一
般

質
問
を
１
人
30

分
、
議
長
を

除
い
た
議
員
全
員
が
行
っ
て

い
る
。

平
成
29

年
日
曜
議
会
の
傍
聴

者
は
59

人
（
50

歳
以
下
41

％
）

平
日
の
傍
聴
者
も
増
え
て
い

る
そ
う
だ
。

通
年
の
会
期
制

　

平
成
19

年
の
台
風
で
橋
が

崩
壊
し
議
会
が
開
け
な
か
っ

た
経
緯
か
ら
平
成
22

年
１
月

に
関
東
地
方
で
初
め
て
「
通

年
議
会
制
」
を
導
入
。
そ
の

後
、
平
成
27

年
の
地
方
自
治

法
の
改
正
に
伴
い
「
通
年
の

会
期
制
」
へ
移
行
し
た
。
通

年
の
会
期
制
の
メ
リ
ッ
ト

は
、

・
い
つ
で
も
議
会
が
開
け
る

こ
と

・
急
を
要
す
る
も
の
は
時
間

を
掛
け
ず
に
で
き
る
こ
と

・
自
治
法
第
１
７
９
条
の
専

決
処
分
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

・
委
員
会
所
管
事
務
調
査
が

い
つ
で
も
で
き
る
こ
と

　

職
員
の
待
機
等
に
つ
い

て
、
課
長
以
外
の
職
員
は
そ

れ
ほ
ど
出
て
い
な
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

会
期　

条
例
で
会
期
の
初
め

を
１
月
１
日
か
ら
と
定
め
る

こ
と
で
、
12

月
31

日
ま
で
の

１
年
間
が
会
期
中
と
な
る
。

（
自
動
更
新
）

定
例
日　

（
定
期
的
に
会
議

を
開
く
日
）
町
民
の
議
会
参

加
を
進
め
る
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
議
会
を
開
く
日
を
「
定

例
日
」
と
し
て
定
め
た
。
こ

れ
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

立
て
や
す
く
な
っ
た
。

随
時
会
議　

定
例
日
以
外
に

開
催
す
る
会
議
の
呼
称

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

　

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

て
、
町
内
５
会
場
で
議
会
報

告
会
・
意
見
交
換
会
を
開
催

し
て
い
る
。（
平
成
28

年
度

１
０
５
人
参
加
）

　

今
回
の
研
修
事
項
を
参
考

に
下
仁
田
町
も
よ
り
開
か
れ

た
議
会
と
な
る
よ
う
今
後
調

査
し
検
討
し
た
い
。

下仁田町議会だよりのクリニック

開成町議会での研修の様子

行

政

視

察



10２０１７ 夏号

パ
ー
ク
で
す
。
つ
ま
り
、
ジ

オ
パ
ー
ク
は
地
域
づ
く
り
の

活
動
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が

「
対
話
」
で
す
。
町
民
と
ジ

オ
パ
ー
ク
が
つ
な
が
る
対
話

の
場
と
し
て
今
年
６
月
に

「
話
し
合
っ
て
進
め
よ
う
！

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
題

し
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
ま
し
た
。
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
講
師

の
方
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ

い
て
の
説
明
の
あ
と
、
参
加

者
が
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

「
多
く
の
人
が
ジ
オ
パ
ー
ク

を
楽
し
む
た
め
に
何
が
で
き

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
下
仁
田

町
の
い
い
と
こ
ろ
や
得
意
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
今

回
出
た
ア
イ
デ
ア
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
み
ん

な
の
役
に
立
つ
ジ
オ
パ
ー
ク

　

下
仁
田
町
が
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
て
６
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
町
の
中
で
ジ
オ

パ
ー
ク
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
機
会
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
と
聞
く
と
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
？

「
な
ん
か
地
学
好
き
の
人
が

来
て
い
る
ん
で
し
ょ
。
」
「
根

無
し
山
だ
よ
ね
。
」
と
、
ジ

オ
パ
ー
ク
＝
地
質
だ
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
、

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
根

無
し
山
や
古
い
火
山
、
化
石

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
ジ

オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

た
だ
地
質
学
的
に
貴
重
な
資

源
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け

が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
地
質
学
的
に

貴
重
な
資
源
を
教
育
や
観
光

な
ど
の
地
域
振
興
に
活
用
し

て
進
め
て
い
く
も
の
が
ジ
オ

議
会
だ
よ
り

二
〇
一
七
年
　
夏
号

（
第
　
78
　
号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

佐
藤　

勇
二

編
集
／
広
報
発
行
特
別
委
員
会

☎

０
２
７
４-

64-

８
８
１
０　

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

「
ジ
オ
パ
ー
ク
＝
地
質
が
す
ご
い
と
こ
ろ
？

 

み
ん
な
で
進
め
る
ジ
オ
パ
ー
ク
」

６月に行われたタウンミーティング

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
下

仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ

ろ
、
ジ
オ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。編

集
室
か
ら

　

今
回
か
ら
新
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
「
下
仁
田
ジ

オ
パ
ー
ク
」
を
特
集
し

て
ま
い
り
ま
す
。
下
仁

田
町
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
あ
り
ま
す

「
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
」

も
今
年
は
再
認
定
の
重
要

な
年
と
な
り
ま
す
。
さ
る

６
月
３
日
の
「
下
仁
田

ジ
オ
パ
ー
ク
町
民
向
け

イ
ベ
ン
ト
」
で
は
、
参

加
者
か
ら
熱
の
こ
も
っ

た
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
再

認
定
の
た
め
の
活
動
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
年
４

回
の
発
行
で
す
。
是
非
、

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い

た
だ
き
皆
様
と
共
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

再
認
定
に
向
け
て
努
力

し
目
標
達
成
す
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

 
 

　
　

Ｅ
・
Ｃ

広
報
発
行
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

永
井
正
之

　

副
委
員
長　

岡
田
邦
敏

　

委
員　
　
　

木
暮
弘
元

　
　
　
　
　
　

千
野
榮
冶

　
　
　
　
　
　

岩
崎
正
春

　
　
　
　
　
　

島
﨑
紘
一

新
シ
リ
ー
ズ ジ

オ
パ
ー
ク
①

議会だより・会議録をホームページでご覧下さい。

http://www.town.shimonita.lg.jp/

次の定例会は９月の予定です

議会傍聴をお待ちしています。

日程などのお問い合わせは　

☎６４-８８１０

地
域
お
こ
し
協
力
隊

(

下
仁
田
町
自
然
史
館
勤
務)

    

片
山
　
美
雪 

さ
ん


